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Figure 1: Wave カメラコンポーネント 
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1． 下記 URL から、Wave Player ソフトウェア最新版をダウンロードします。 

https://freefly.gitbook.io/freefly-public/products/wave-camera/downloads 

2． Windows でのインスト―ルは、 

A) WavePlayer＿[version]フォルダを解凍します。 

B) WavePlayer Setup.msi を実行し、インストラクションに従います。Microsoft Defender ははじめ

に Setup.exe の実行を阻みますが、More Info-> Run anyway をクリックします。 

C) WavePlayer.exe をインストールした場所から実行し、以下の例のように適切なグラフィックアダ

プタが Title Bar に表示されているか確認します。 

 

 
 

 

1. HDMI モニタを HDMI 出力に接続します。 

カメラの電源を入れ（Power ボタンを 1 度押し）、プレビュー画像表示を待ちます。 

3. Scroll Wheel を使用して Camera Menu をナビゲートし、設定を調整します。 

A) スクロールして設定を選択します。 

B) クリックして設定のオプションを表示します。 

C) スクロールしてオプションを選択します。 

D) クリックして選択したオプションを適用し、戻ります。 

3． テストクリップ用に設定、露出、フォーカスをお好みの通り調整します。 

4． 底部左隅のクリップナンバーをメモします。 

5． Record ボタンを押してクリップを収録します。このボタンで収録の開始／停止が可能です。 

 

1. ＵＳＢ-C ポートを Wave Player のインストールされたデバイスに接続します。 

で Open Clip/Drive をクリックして、カメラのドライブにナビゲートします。 

3. 収録したクリップナンバーに対応するフォルダを選択します。 

4. Timeline Slider またはキーボードショーカットを使用してクリップ内をナビゲートします。 

E) スペースバー:Play/Pause 

F) Left/Right:Step Frame-by-Frame 

G) I/O:Export するために Marks から Set In および Out。 

5. Image Slider を使用して、お好みの通り画像調整を適用します。 

6. エクスポートフォーマットを選択します。（ProRes,H.264, etc..） 

7. Export をクリックしてエクスポート先とファイル名を選択します。 

8. クリップのエクスポートが In Mark から Out Mark に進行するのを待ちます。 

https://freefly.gitbook.io/freefly-public/products/wave-camera/downloads
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2 Specifications 
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Camera Native, ProRes3 
CineForm4, H.264 
PNG Sequence, JPEG Sequence 

3 Wave Player Mac and iPad でのみ利用可能 
4 Wave Player Windows でのみ利用可能 
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最大フレームレートは、幅と高さ設定で設定された画像解像度に依存します。以下の Table1 では、両方の

幅のオプションのアスペクト比による最大フレームレートをリストしています。１fps から最大値まで増分

1fps ですべてのフレームレートで継続収録が可能です。スタンダード・フレーム・レート一式は、Frame Rate

設定下 Menu で利用可能です。詳細は、Section4:Camera Setting Menu をご覧ください。 
Table 1: アスペクト比ごとの最大フレームレート.4096(4K )および 2048(2K)幅オプション 

 
 

 
 

2048[2K]の幅オプションはサブサンプリングを使用します。サブサンプリングは Image Sensor の焦点距離乗数を維

持しながらも光感度を上昇させません。詳細は、Section 4.1.2：Width をご覧ください。 

 

16:1 
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本カメラは内蔵リチウムイオン電池（11.1 V,2.2 Ah）で給電されており、待機モードで約 90 分、継続収録時には約 60

分給電可能です。それ以上の継続操作には、同梱の電源を DC Input に接続可能です。同電源供給は、バッテリーチ

ャージとカメラ操作の両方に十分な電力を供給します。電源がオフになると、0%から 100%まで完全にチャージするに

は約 90 分かかります。電源がオンの際には、充電時間は同時使用カメラに依存します。 

DC Input もまた、外部バッテリやジンバルの電源など別の電源から電力を供給するために使用可能です。Table 2

は、DC Input に接続する電源の要件をリストしています。DC Input に接続した外部 V- Lock バッテリは、バッテリ／ス

ワッピングを伴うモバイルでの操作に推奨される方法です。この内部バッテリはスワッピング用ではありませんが、必

要な場合、バッテリーカバーを外して利用可能です。 

警告 DC Input に適用される電圧は 26 V を超えないこと。 

 

 Table 2: DC 入力サプライ リクワイアメント 
 

 

 
 

カメラ電源をオンにするには、Power ボタンを 1 度押しします。カメラ電源をオフにするには、Power ボタンを 3 秒間長

押しします。Power LED は、Table3 にあるように、電源と充電状態を示します。 

 

Table 3: Power LED に表示される電力と充電ステータス 
 

 

● 
● 
● 
● 
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カメラには、ポジティブロック E mount 対応 Lens Mount があります。レンズとパッシブ／マウント間には電子的接続は

無いので、フォーカス・バイ・ワイアの電子レンズには対応していません。 

Lens Mount は、M4 スクリュー4 本を外して分離可能です。その後ろには IR-Cut Filter assembly があり、これもまたク

リーニング時や IR フォト等のために分離可能です。シムのセット（0.5mm, 0.8mm,0.9mm,1.0mm,1.1mm）がバック焦点距

離微調整のために含まれています（Section3.2.2:Back Focus Adjustment をご覧ください）。1.0mm シムは工場出荷時

にインストールされており、主要なレンズに適切なバックフォーカスを提供します。 

注意 レンズマウントと IR-Cut Filter assembly 取り外しの際は、IR-Cut Filter のガラスや Image 

Sensor カバーガラスに触れないようご注意ください。 

 

Lens Mount は、手動 E-mount レンズに対応しています。レンズとパッシブマウントは電子的に接続されていないの

で、電子フォーカスの電子レンズには対応していません。E- mount のフランジ焦点距離は、S35 サイズレンズマウント

で、最も短いクラスであり、容易に別のマウントに合わせることが可能です。推奨レンズとアダプタのリストは、以下

URL をご参照ください。 
 

 
 

 
には、リーフスプリング（重ね板ばね）ではなく Locking Ring 機能があり、カメラ本体にしっかりと固定で

きます。E-mount レンズの装着には、 

1. レンズ・マーキングをフランジのディンプル（くぼみ）に合わせ、レンズを挿入します。 

2. レンズを、Lens Release クリック音がする所定の位置まで時計回り（カメラ前面から見て）に回転させま

す。 

3. Locking Ring をレンズ上で閉まるまで、時計回りに回します。閉めすぎないでください。ドアノブを回すくら

いの力で回します。 
 

レンズを取り外すには： 

1. Locking Ring を回りきるまで反時計回りに回します。 

2. Lens Release を押し下げます。 

3. 取り外し可能になるまで、レンズを反時計回りに回します。 

 

 
  

0.5mm, 0.8mm,0.9mm,1.0mm, 1.1mm）が、バックフォーカス距離微調整のために同梱されています。1.0mm

シムは工場出荷時にインストールされており、主要レンズに適切なバックフォーカスを提供しますが、バックフォーカス

が特に決定的な場合に調整可能です。例えば、
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 同一焦点ズームレンズで同一焦点コンディションを維持する。 

 レンズ・マーキングに完全に合致する。 

 無限遠焦点を、レンズ・マーキングまたはハードストップで達成する。 
 

バックフォーカスを調整するには、まず焦点目標をカメラの左側にある M３アクセサリマウントに沿っている焦点面

からの固定距離に設定します。距離は、レンズにマークされた距離の一つと合致する必要があります。目標がフォ

ーカスに入るまでレンズを調整し、Figure 2 に示された動作に従います。 

 
 

 
Figure 2: バックフォーカス調整手順 

 
 

 
Wave は、利用可能なフレームレートで高速ビデオを継続的に収録可能です。限定されるのは、内臓 SSD のサイズ

によってのみです。トリガーやバッファの設定は不要です。キャプチャのワークフローは、通常のビデオカメラと同様

です。Record ボタンを 1 度押してクリップの収録を開始し、収録を停止するには再度押します。 
 

 
 

プレビュー画像を見て、カメラメニューを使用するには、1080p30 入力受信可能な HDMI モニタが必要です。オンカメ

ラモニタは、一般的にヒストグラム、フォーカスアシストなどの便利なツールも備えています。カメラ上の 1/4-20Mount

は、モニタマウント向けです。推奨オンカメラモニタとモニタマウントのリストは、以下 URL をご覧ください。 

状態.記された距離が実際の距離よりも大きい。 

アクション.シムの厚みを薄くする。 

状態.記された距離が実際の距離と同じ。 

アクション.他の距離で確認。 

状態.記された距離が実際の距離よりも小さい。 

アクション.シムの厚みを増す。 
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ユーザのカメラへの主要な入力は、Scroll Wheel です。この多目的入力は、メニューの選択や終了（クリックして）、

および設定調整（スクロールして）に使用可能です。カメラ設定調整の一般的なワークフローは以下の通りです。 
 

1. 設定メニューが非表示の場合は、Scroll Wheel をクリックして表示します。 

2. スクロールして設定を選択します。 

3. クリックして、設定オプションを表示します。 

4. スクロールしてオプションを選択します。 

5. クリックして選択したオプションを適用し、設定メニューに戻ります。 

6. 設定メニューを非表示にするには、スクロールして上部左隅の×をクリックします。 
  

各設定とオプションの詳細については Section 4.1 をご覧ください。同セクションで、より詳細に説明されているユー

ザ入力もあります。 

 

 
クリップは速度が最適化されたネィティブファイル・フォーマットに内部収録されますが、他のエディティングツー

ルでは直接開くことはできません。Wave Player は、ネィティブ Wave クリップを閲覧、トリムして、基本的画像調整を

適用し別のフォーマットにエクスポートするのに使用可能な PC ソフトウェアです。詳細は、Section 6: Wave Player 

Software をご覧ください。 

 

クリップは、カメラのドライブのフォルダにクリップナンバーに応じたフォルダ名で整理されます（例：D:＼c0003 for 

clip 3）。クリップフォルダ内にクリップのメタデータとクリップフレームを格納したファイルがあります。Wave ネィティブ

ファイル・フォーマットの仕様は、後日個別に発行されます。 
 

Wave Player は、カメラドライブから直接またはローカルコピーからクリップを開くことが可能です。クリップのローカル

コピーを作成するには、クリップフォルダ全体をカメラドライブからコピーする、または Wave Player の Native エクス

ポートを使用します。Camera FW v1.3.0 以降では、内部 SSD は USB 上で読み取り専用です。それ以前のファーム

ウェアでは、USB 上でのファイルの追加・削除を回避することが重要です。ファイルシステムが断片化し、SSD 

書き込み性能が限定されます。 
 

注意 Camera FW v1.3.0 以前では、クリップをカメラ内部ドライブから手動で追加・削除しないでくださ

い。ファイルシステムを断片化させることになり、SSD 書き込み性能を限定させます。代わり

に、オンカメラ Format 設定を使用して内部 SSD 内を消去します。 
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3.4 Firmware Update 
カメラ FW 最新版は以下 URL からダウンロード可能です。 

https://freefly.gitbook.io/freefly-public/products/wave-camera/downloads 

カメラ FW は、以下手順で USB を使用して更新可能です。 

1. Scroll Wheel を長押ししながら、Power ボタンを押して離し Firmware Update mode で電源を入れます。

Record LED がゆっくりと点滅するまで Scroll Wheel を長押しします。 

2. USB ケーブルを接続します。カメラが USB ドライブとして表示されます。このドライブはクリップの保存

されているものとは別ですので、素材は表示されませんが安全性は保たれ、このアップデートの影響

は受けません。 

3. 新 FW ファイル [WAVE.BIN] をｆｗフォルダにドラッグします。 

4. Scroll Wheel をクリックします。Firmware 更新が進行すると Record LED が早く点滅し始めます。 

5. 新規 Firmware でカメラが自動的に再起動するのを待ちます。最長 30 秒です。 

https://freefly.gitbook.io/freefly-public/products/wave-camera/downloads
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Figure 3: カメラ設定メニュー 

 

オンスクリーンディスプレイはデフォルトで HDMI プレビューに表示されています。非表示にするには、スクロー

ルして左上隅の X をクリックします。再度表示するには、Scroll Wheel をクリックします。オンスクリーンディスプ

レイは２パーツ構成です。Camera Setting Menu と Camera Status Bar です。 

 

 
本セクションでは、オンカメラメニューで利用可能な設定詳細について説明します。設定メニューは HDMI プレビ

ュー画像のトップバーを通して表示されます。メニューを表示するには、Scroll Wheel をクリックします。 

起動時に、カメラは最新収録クリップから設定をロードします。設定は、FW 更新時と SSD フォーマット時にデフ

ォルト値にリセットされます。また、メニューから手動でもデフォルト値にリセット可能です。本セクションでは、デ

フォルト値は太字になっています。 

  

4 On-Screen Display 

Camera Setting Menu 
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この設定は、キャプチャと再生モード間の切換えに使用します。キャプチャ中にカメラがキャプチャおよび REC 準

備完了になると STANDBY を表示します。再生に切換えるには、Mode 設定をクリックして、スクロールし、

PLAYBACK をクリックします。これで再生インターフェースが開始されます。詳細は Section 5 をご覧ください。

Mode 設定は、再生インターフェースが閉じられると STANDBY に戻ります。 

 

 
この設定は、キャプチャした画像の幅（画素単位）です。オプションは 2 つ 4096[4K]と 2048[2K]です。4096[4K]は

センサーのネィティブ幅ですべての利用可能な画素を使用します。2048[2K]はサブサンプリングを使用して

Figure 4 のように、センサーの全幅から 2K 画像を生成するので、クリップファクタとビュー角度は変わりません。

これにより、より高度のフレームレートが可能になりますが、画像品質は低下します。ネィティブ ISO は両方の幅

オプションで同一ですので、比率的により高度のフレームレート 2048[2K]幅にはより多くの光量が必要となりま

す。 

 
 

Figure 4: 4096(2K)幅オプションでのサブサンプリングパターン 

 

 

高さとフレームレート設定両方の利用可能オプションは、選択した幅オプションに依存します。 

 
 

 
この設定は、キャプチャした画像の高さ（画素単位）です。利用可能オプションは、128px から幅設定の 3/4[4:3

アスペクト比]におよびます。高さを減少させると、最大フレームレートは増加します。一般的解像度をフルにカバ

ーする最も近い幅と高さの組み合わせは、以下 Table 4 の通りです。 

  

4.1.1 Mode 

4.1.2 Width 

4.1.3 Height 
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Table 4: 一般的解像度をフルにカバーする幅と高さ設定の近似値 
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この設定は、1 秒ごとにキャプチャされたフレーム数[FPS]です。リストされたオプションは、24fps から 9120fps

からの標準フレームレート一式[24 fps, 25 fps,30fps の倍数を選択]を含みます。利用可能オプションは幅と高さ

設定に依存し、Table 1 で定義された最大フレームレートに限定されます。 
 

特別なオプション、USER は、増分１fps で、1fps から最大値まで任意のフレームレートの入力を可能にします。

この適用例の一つは、振動または回転するオブジェクトに対して密接に同期して、その周波数を測定したり、周

期的な動きを視覚化したりすることです（ストロボスコープのように）。ユーザフレームレートの入力は： 
 

1. Frame Rate 設定をクリック。 

2. USER までスクロールしてクリック。 

3. 左右にスクロールしてユーザフレームレートを調整。 

4. クリックしてユーザフレームレートを適用。 

特別なオプション、MAX は、Table１で定義されたように、現在の幅と高さ設定に対しての最大フレームレートを

適用します。これはリストされた最大フレームレートオプションよりやや高めです。 

 

 
本設定は、Figure5 で示すように、フレーム間角度比で表した露出時間です。デフォルト値の 180°で、センサー

はフレームインターバル半分にライトを集積し、360°では Image Sensor は（ほぼ）全フレームインターバルに光

を集積し、その結果集積した光量は 2 倍になるだけではなく、被写体のぶれも 2 倍となります。反対に、低めの

シャッター角度では、光量が少ないためぶれも少なくなります。Wave Image Sensor はグローバル電子シャッター

を使用しているので、すべての画素は同時に露出されます。 

 
 

 
 

Figure 5: シャッター角度定義 

 

  

4.1.4 Frame Rate 

4.1.5 Shutter Angle 
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Table5 は、利用可能な角度オプションとデフォルト値 180 °以上、以下の同等値のストップを列挙したもので

す。シャッタ－角度と露出時間を秒で変換するには、以下の方程式を使用してください。 

 

 

 

 

 

Table 5: シャッター角度オプションと 180°に対する同等ストップ 

 

  
  
  
  
  

  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

(𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸 Time)=  
Sh𝐸𝐸𝑢𝑢𝑢𝑢𝐸𝐸𝐸𝐸 Angle 

360° 𝐹𝐹𝐸𝐸𝐹𝐹𝐹𝐹𝐸𝐸 Rate 
１ 

( ( ) ) 
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この設定で、キャプチャした画像に関連する色温度を調整します。これは、HDMI プレビューで環境光（ホワイトバ

ランス）の補完に使用され、クリップメタデータに埋め込まれているので、Wave Player ソフトウェアは同一のホワイ

トバランスをデフォルトで適用可能です。この設定は収録済画像データに影響を与えませんので、色温度オプショ

ンは Wave Player ソフトウェアで後に変更可能です。 
 

色温度オプションは 2000K～9600K に渡り、より高い値はクール（より青みが強い）環境光コンディションに対応し

ています。本カメラは 3200K(タングステン)と 5600K（日光）色温度にキャリブレートされています。 

 

 

 

 

本設定で HMDI 経由での画像表示に使用するカラープロファイルを選択します。また、Wave Player Software の

画像調整の開始点でもあります。カラープロファイルは、色域、ブラックレベル、トーンカーブ、サチュレーションな

どの画像の特徴をコントロールします。設定は収録画像データに影響を与えず、画像の特徴は後に、Wave 

Player Software で変更可能です。Table6 は、本 Fw バージョンで利用可能なカラープロファイルです。 

 

Table 6: カラープロファイルオプション 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 

本設定は、リモートで収録開始・停止する General Purpose Input（GPI）を構成します。Table7 は、入力トリッガオ

プションです。General-Purpose Input 電気的な仕様詳細は、Section8.2 をご参照ください。 

  

4.1.6 Color temperature 
 
 

4.1.6 Color Temperature 
 
 

4.1.7 Color Profile 
 
 

4.1.8 GPI Setting 
 
 

色は、ホワイトバランスにのみ修正。これは、唯一利用可能なカラープロファイルであって、リニ

アと呼ばれていた firmware1.0.x に合致させるためのレガシーオプションです。 

Rec.709 色域により緊密に合致させるため、彩度とクロスカップリングの色修正を加えま

す。色修正はスケーリングされるので、ホワイトポイントの前でクリッピングは起こりませ

ん。 

色修正のスケーリングをして、ホワイトポイント前でのある程度のクリッピングが起こる

のを可能にします。これにより、クリップしていないセンサーチャンネルのデータがハイ

ライトに含まれるようになるので、出力ダイナミックレンジがやや増加します。より積極

的なハイライト飽和度低下が、センサークリッピングによる色変化を補完するために

使用されます。 
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Table 7: General Purpose Input (GPI) トリッガオプション 

 

  
  

 
 

 

 

 

本設定は、ファン設定の待機/再生モードを遅め（LO）または早め（HI）にコントロールします。ファンは収録中ま

たはカメラコンポーネントの温度が警告温度を超えると、HI 設定となります。30℃以上の屋外や直射日光環境で

使用の際には、ショットの間に内部温度を抑制するために HI 設定使用を推奨します。 

 

 

 

カメラ設定をデフォルトにリセットします。クリップがデフォルトで収録されていない限り、デフォルトは一時的なもの

です（起動時に、カメラは最新収録クリップから設定をロードします）。また、FW 更新時や SSD フォーマット時には

設定はデフォルトにリセットされます。 

 

 
この設定は、クリップファイルのタイムスタンプに使用されるカメラ内部の日付と時刻変更に使用されます。時刻は

カメラがシャットダウンされても維持されますが、バッテリ漏れやバッテリ容量が低い（9.0V 以下）際、設定が失わ

れることがあります。 

 

 

 

この設定は、内部 SSD をフォーマット（すっかり削除）するトリガーとなります。これは、クリップ削除の唯一の方

法で、ファイルシステムを断片化のない理想的な状態にリストアします。SSD のフォーマットには、Format 設定を

クリックして Confirm までスクロールしてクリックします。 

注意 SSD をフォーマットすると、すべてのクリップが永久に削除されます。 

 

 

  

4.1.9 Fan Setting 
 
 

4.1.10  Default 
 
 
 

4.1.11 Date/Time Set 
 
 
 
4.1.12 Format 
 
 
 

収録は、入力の各立ち上がりエッジで On/Off を切り替えられます。 

収録は、入力の下がりエッジで開始して、入力立ち上がりエッジで停止します。（入力が低の間

は収録はアクティブです）。 
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本セクションでは、ステータスバーに表示される情報を説明します。ステータスバーは、Scroll Wheel をクリックし

てオンスクリーンディスプレイが表示されると HDMI プレビュー画像下部に表示されます。 

 

 

 

ここには、収録中クリップ名また待機モードの際は次に収録するクリップ名を表示します。クリップは SSD 上で順

番に番号付けられます。 

 

 
現在の圧縮率と量子化（Q）設定を表示します。カメラは常時 5:1～6:1（固定ビットレート）の圧縮率を目標としてお

り、シーンのコンテンツに基づき、量子化設定を最小(Q19)～最大（Q0）で調整します。 

 

 
 

内部 SSD の利用可能残量を表示します。残量が 60GB で LOW 警告が点滅します。これは最大フレームレートで

およそ１分の警告です。5GB で FULL 警告が点滅し、新規クリップの開始は禁止されます。すべての必要なファイ

ルをオフロードまたはエクスポート後、SSD をフォーマットしてクリップを消去して SSD スペースをリセットします。 

稀に、起動中に SSD が適正にイニシャライズされないことがあります。この場合、REBOOT SSD 警告が点滅しま

す。カメラを再起動して警告を消してください。警告が表示され続ける場合、SSD がないまたは欠陥 SSD の可能

性があります。 

 

 
現在の FW バージョンを表示します。 

 

 

 
主要な発熱する部品の現在の温度を表示します。Table８はモニタリングされているコンポーネントと、その警告・

エラー（シャットダウン）温度です。 

 

Table 8: モニタするカメラコンポーネント温度 

 警告温度 エラー（シャットダウン）温度 

   
   
   

 

  

4. 2 Camera Status Bar 
 
 
 
4.2.1 Clip 

4.2.2Compression Ratio 

4.2.3 Remaining / Total SSD Space 

4.2.4 Firmware Version 

4.2.5 Temperature 



Wave User Guide | Rev 6| 2021-10-18 
19  

警告温度を超えた場合、HIGH TEMP 警告が点滅し、その設定に関わらず、ファンが高速稼働します。この警告が

長期に渡り表示される場合、ファン設定を HI にすることを検討してください。そして、カメラへの直射日光/高ワット

数ライトを避けるため日よけや覆いを設置し、カメラ後部への空気の流れを上昇させてください。 

 

いずれかの部品がエラー温度を超えると、カメラは低電流モードになります。 

 

 

 

 

現在のバッテリ電圧（9[空]～12.6[フル]）が表示されます。LOW 警告が点滅すると、10V 以下となっており、カメラ

はチャージャまたは適切な DC 電源に可能な限り迅速にプラグインする必要があると示しています。 

 

カメラが電圧不足でシャットダウンした場合、シャットダウン時に収録の 1GB（最大フレームレート～１）を除くすべ

てのクリップが SSD に保存されます。 

  

4.2.6 Battery Voltage 



Wave User Guide | Rev 6| 2021-10-18 
20  

 
Figure 6: オンカメラ 再生インターフェース 

 

再生にスイッチするには、STANDBY 表示の間、Mode 設定をクリックして PLAYBACK までスクロールしてクリッ

クします。これで、再生インターフェース（上の図）が開始されます。Scroll Wheel カーソルは、ボトムバー再生メ

ニューに移動して、最新キャプチャ済クリップを再生用に開きます。トップバーは、現在開いている Clip Info 表示

に使用されます。再生を終了し Setting メニューに戻るには、底部左隅の X をクリックします。 
 

 
再生に別のクリップを選択するには、まず Clip 番号をハイライトして Scroll Wheel をクリックします。これで利用

可能なクリップのリストが表示されます。クリップをスクロールする間、1 つめのフレームが表示され、クリップの

識別がしやすくなります。希望のクリップを探し、Scroll Wheel をクリックしてロードします。クリップのサイズに応

じて、完全にロードするには数秒かかることがあります。クリップロード中は、再生が粗いことがあります。 
 

 

 
再生を開始するには、PLAY をハイライトして Scroll Wheel をクリックします。これで、1X 速度でクリップ再生が始

まります。クリップ再生中に、左右にスクロールすると再生速度が変更されます。再生を一時停止するには、0X

速度にスクロールします。再生方向を反転するには、再生速度が負（-）になるまで左にスクロールします。再生

停止するには、Scroll Wheel をクリックします。 
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再生速度 1X 超または-1X 未満は高速シークモードで、フレームバッファ除去および最初からフレーム毎のクリッ

プデータの読み取り開始に HDMI プレビューが必要です。そこで、プレビューは、クリップを通じての進行がより

早く（ストリームビデオの早送り巻き戻しと同様に）ても、低めフレームレートで更新します。 
 

 
現在のフレームとクリップ内フレーム総数は、再生メニュー中央に表示されます。クリップを通じてフレーム毎に

進むには、まず現在のフレームをハイライトして、Scroll Wheel をクリックします。そして、左または右にスクロー

ルしてクリップを通して前方向または後ろ方向に移動します。フレーム毎の移動を終了するには、再度 Scroll 

Wheel をクリックします。 
 

 
再生中に、In Mark と Out Mark の設定をして。クリップ内セクションをハイライトできます。これらのマークは

Wave Player でマークしたセクションへのクリップのエクスポートを制限するために使用されます。必要な場合、

Wave Player で In Mark と Out Mark は移動可能です。デフォルトで、In Mark と Out Mark はそれぞれクリップ内

最初と最後のフレームにあります。関心のあるフレームを示すため、General-Purpose Marks もまた設置可能で

す。 
 

I(In Mark),O(Out Mark)または M(General Purpose Mark)にスクロール、クリックして、マークを個々のフレームに

結びつけられます。フレームがマークされると、対応するマークのアルファベットには下線が引かれます。アルフ

ァベット文字を再度クリックするとマークはクリアされます。（In Mark と Out Mark の場合は、それぞれ最初と最後

のフレームにリセットされます）。 

 

Wave Player Software v 1.4.0 時点では、カメラに設定された In と Out Mark はインポートされていますが、

General Purpose Mark はクリップタイムラインにはまだ表示されていません。 
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Wave クリップは、速度最適化されたネィティブファイル・フォーマットに内部収録されますが、それらは他のエディット

ツールで直接開くことはできません。Wave Player は、ネィティブ Wave クリップを見る、トリムする、基本画像調整を

適用し、他のフォーマットにエクスポートするために使用される PC ソフトウェアです。 

 

クリップは、カメラドライブのクリップに対応するフォルダ名を持つフォルダに整理されます（例：クリップ 3 は、D:＼

c003）。クリップフォルダ内には、クリップメタデータとクリップフレームを持つファイルが格納されます。Wave ネィティ

ブファイル・フォーマットの仕様は別個に後日発行されます。 

 

Wave Player は、カメラドライブまたはローカルコピーから直接クリップを開くことが可能です。クリップのローカルコピ

ー作成には、カメラドライブからクリップフォルダ全体をコピー、または Wave Player Native export format をご使用く

ださい。カメラ FWv1.3.0 以降では、内部 SSD は USB で読み取り専用です。それ以前の FW では、USB 上でファイ

ルの追加削除を行わないことが重要です。ファイルシステムの断片化を起こし、SSD 書き込み性能を制限すること

になります。 

 

注意 カメラ FWv1.3.0 以前：カメラ内蔵ドライブから手動でファイルの追加・削除は行わないでくださ

い。ファイルシステムを断片化させ、SSD の書き込み性能を制限します。内蔵 SSD 内の消去

にはカメラの Format 設定を使用してください。 

 

 

 

 

Wave Player すべてのバージョンで基本画像調整が利用可能です。これらはイニシャルトーンとカラー修正に使用可

能ですが、下流でのエディットソフトウェアでのカラー修正用フルパッケージに代わるものではありません。 

 

適切な場合、これら調整のデフォルト値は、クリップが開かれる際にクリップメタデータから生成されます。例えば、ク

リップが Color Temeprature 400K で収録された場合、この値がクリップが開かれる際のデフォルト値に設定されてい

ます。Color Temeprature 設定は実際の収録データに影響はないため、これは後に変更可能です。 

 

 

 

これは、フレームの最も暗い部分を調整し、その他の色調修正の参照用データを設定します。フレームにブラックリ

ファレンスがある場合、これは予想値に合わせるために使用可能です。そうで無い場合、目視でお好みに設定可能

です。 

 

 

 

 

これは、キャプチャした画像に関連した色温度を調整し、環境光（ホワイトバランス）を補完します。色温度オプション

は、2000K～9600K に渡り、より高い値はクール（より青みが強い）環境光コンディションに対応しています。本カメラは

3200K(タングステン)と 5600K（日光）色温度にキャリブレートされています。 

 

Color Temp を上昇させると、出力を補完するためにより赤みを加えて画像をクール（より青みが強い）環境光コンディ

ションに関連させます。Color Temp を低減すると、その反対の影響があります。 

  

6.1 Basic Image Adjustment 

6.1.1 Black Level 

6.1.2 Color Temp 
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画像全体の増幅を、３カラーチャンネルを同量積算して調整します。1.00gain は、グレイの被写体撮影時にホワイトポ

イントの前でセンサークリッピングの起きていないポイントを表しています。Gain 減少により、ホワイトポイントの前に. 

センサークリッピング（一般的に緑チャンネル）が可能になります。しかし、Saturation Rolloff の支援により、クリップし

ていないチャンネルをハイライトの詳細の回復に使用可能です。 

 

 

 

トーンカーブ下 1/3 のコントラストを微調整します。Shadow スライダを増加させると、画像ダーク部分の詳細が引き上

げられますが、ノイズも増幅します。Shadow スライダを減少させると、反対の結果となります。 

 

 

 

トーンカーブ上 1/3 のコントラストを微調整します。Highlights スライダを増加させると、ハイライト輝度が上がります。

Highlights スライダを減少させると、反対の結果となります。 

 

 

 

 

トーンカーブをベースラインリニア露出からどの程度上昇させるか調整します。Shadow が増幅すると、Image Sensor

の固有ノイズも増幅します。設定は、あるシーンのシャドー詳細とノイズの最良のバランスに達するまで、Shadow スラ

イダに合わせて調整可能です。 

 

 

 

 

これは、出力画像の全体的なコントラストを調整します。Contrast を上昇させると画像の色調カーブを伸ばし、シャド

ーをより暗めに、ハイライトをより明るめにします。Contrast を下降させると、反対の影響があります。Shadow-

Highlight コントラストは、対応する Image Sliders でより細かく微調整可能です。 

 

 

 

出力画像の緑色相対量を調整します。色温度の影響を与えるのはほとんど赤と青で、Tint は緑への個別の調整とし

て使用されます。Tint を減少させると緑が取り去られ、マジェンタをより残します。 

  

6.1.3 Gain 

6.1.4 Shadows 

6.1.5 Highlights 

6.1.6 Gamma 

6.1.7 Contrast 
 
 
 
 
 
 

6.1.8 Tint 
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これは、出力画像の彩度を調整します。Saturation を上昇させると、色はグレイから遠ざかり、より明るめになりま

す。下降させると、反対の影響があります。 

 

 

 

サチュレーションロールオフカーブハイライトを調整します。センサーのカラーチャンネルは同じポイントで常時クリップ

するとは限らず、薄く着色されたハイライトやフリンジにつながる可能性があります。Gain 設定が 1.00 未満の際にこ

れはよく当てはまります。Highlight での色の変化を低減させるため、Saturation は Saturation 設定で、2 つの輝度値

間で 0 に徐々に減少されます。 

 

 

 

シャドーのサチュレーションロールオフカーブを調整します。Black level の変動はシャドーの色修正の過剰や不足に

つながります。シャドーでの色の変化を低減させるため、Saturation は Saturation 設定で、ここで設定された 2 つの

輝度値間で 0 に徐々に減少されます。 

 

 

 

時間的ローノイズ低減に使用するフィルタの閾値を調整します。時間的ローノノイズは、画像内の行全体の明るさ、特

にシャドーのランダムな時間変化として表示されます。センサーから得られる情報以上にシャドーの詳細を高めるた

め、露出不足と Gain, Shadows と Gamma の過度な使用で誇張されています（Section7 の露出ガイドをご参照くださ

い）。 

Row Filter 閾値は、ノイズと真の信号を分離するためにフィルタが使用する輝度レベルを設定します。値が大きいほ

どフィルタ処理は増えますが、水平エッジが強いシーンでは、固定行ノイズが発生する可能性があります。値がゼロ

の場合、Row Filter は完全に無効になります。  

 

 

 

一部の Wave ネィティブ解像度は、標準の HD と UHD 解像度よりやや大きくなります(事例は Table 9 を参照してくだ

さい)。デフォルトで、完全なネィティブ解像度がエクスポートされます。ただし、クリップは最近似値 16x9 設定を有効

にし、必要に応じて X と Y のオフセットを調整することで、最近似値の 16x9 解像度にトリミングできます。    

6.1.9 Saturation 
 
 
 
 
 
 

6.1.10 Highlight Roll off 
 
 
 
 
 
6.1.11 Shadow Rolloff 
 
 
 
 
 
 

6.1.12 Row Filter 
 
 
 
 
 
 

6.1.13 Nearest 16x9 Crop 
 
 
 
 
 
 
ネィティブと JPEG Sequence エクスポートフォーマットはクロッピングをサポートしていませんの

でご注意ください。 
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Table 9: 特定の Height 設定で利用可能な最も近い 16x9 クロップ 

  
  
  

  
 

 

 

 

 

 

 

Wave Player の Windows での実行に必要な最小推奨 PC システム要件のリストです。性能、特にエクスポートフレー

ムレートは、システムコンポーネント推奨仕様に合致またはそれ以上の場合、顕著に向上します。 

 

Table 10: Wave Player PC システム仕様 
 

 
 

Amplify や Enhance を使用するには、VRAM 4GB が必要です。 

 

Wave Player 自身に必要なディスクスペースは小さく、最小または推奨ローカルドライブサイズは特定されていませ

ん。しかし、大きなサイズのビデオファイルのエクスポートは一般的に大型（1TB 以上）で速い（NVMe SSD 推奨）ロ

ーカルストレージドライブが必要です。カメラ内蔵ドライブへのエクスポートバックには対応していません。 
 

 
Wave Player の最新版は、以下 URL からダウンロード可能です。 

 

 
 

インストーラのダウンロード後、setup.exe を実行し、インストラクションに従います。Microsoft Defender がはじめに

インストーラの実行を阻む場合、More Info-> Run anyway をクリックします。プロンプトが表示されたら、Visual C++ 

runtime package 最新版もダウンロードしてインストールします。 
 

インストール後、Wave Player のインストールされたフォルダ（一般的に C:＼Program Files＼＼Wave Player）に移動

し、WavePlayer.exe を実行します。Wave Player は、利用可能なビデオメモリ最大のグラフィックアダプタを選択しま

す。これは、一般的な専用のグラフィックカードです。タイトルバーに適切なグラフィックアダプタが示されているのを

確認します。 
  

最小 推奨 

 

6.2 Windows Workflow 
 
 
 
 
 
 

6.2 .1 System Requirement 
 
 
 
 
 
 

6.2.2 Installation 
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Figure 7: Wave Player Open タブ(Windows) 

 

Wave Player は、Open タブで開始します。BROWSE をクリックして、参照するドライブまたはフォルダを選択します。

これは、カメラの外部ドライブまたはローカルドライブのフォルダでも可能です。ドライブまたはフォルダを選択する

と、そのディレクトリ内のクリップのサムネールが生成されます。サムネールを開くには、その上でクリックします。   

 

サブディレクトリは、サムネールとともにフォルダとして表示されます。フォルダをクリックして、そのサブディレクトリに

移動します。Up ボタンをクリックして、親フォルダまで移動します。ドライブを変更するには、BROWSE をクリックし

て、別のドライブを選択します。  

 

開きたいクリップがどのクリップか分かっている場合、そのフォルダをブラウズダイアログで選択すると、直接開きま

す。  

6.2.3 Opening a Clip (Open Tab) 
 
 
 
 
 
 

6.2.4  Timeline Navigation and Image Adjustment(Adjust Tab) 
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Figure 8: Wave Player Adjust タブ(Windows) 

 

Adjust タブは、クリップを開くとクリップを操作する場所です。 クリップ内の現在の位置は、Timeline と右下隅のフレ

ームカウンターによって示されます。クリップ内を移動するには、いくつかの方法があります。 

 Timeline マーカーをクリックしてドラッグします。 

 Play/Pause、Step Left, Step Right ボタンを使用します。 

 キーボードを使用します。 

 スペースバーPlay/Pause の切換え 

 左矢印 左へ 

 右矢印 右へ 

 

Image Adjustments は、Adjust タブのスライダーを使用して作成されます。これら調整の初期値は、クリップに使用さ

れる Color Profile から取得されます。各調整がどの程度使用可能かについては、Sec 6.1 をご参照ください。これら

の値に戻すには、PRESET をクリックします。Wave Player セッション中に作成された新規値はクリップに保存されま

せんが（オリジナルクリップファイルは読み取り専用と見なされます）、Native エクスポートに保存されます。 

 

Adjust タブでは、２個の機能がベータとして利用可能です。Amplify は、振動分析などのアプリケーションに対して小

さな動きを増幅させます。AI Enhance は、Wave 2K クリップを 4K にアップスケールするためにディープラーニングの

超解像度を利用しています。これらの詳細は、Section 6.2.7 と 6.2.8 をご参照ください。  

6.2.5 Exporting Clips[Export Tab] 
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Figure 9: Wave Player Export タブ(Windows) 

 

Wave Player からエクスポートされたクリップやクリップのセクションは、アーカイブ、エディットや最終成果物として数

種類の異なる出力でエクスポートできます。In Mark と Out Mark でエクスポートフレームの始点と終点を設定しま

す。設定には、クリック、ドラッグの他にキーボードショートカットの I と O を使用可能です。  

 

画像調整を行い、エクスポートセクションをマーキングしたら、Expoｒt タブに切り換え、エクスポートフォーマットとフレ

ームレートを選択します。クリップをすぐにエクスポートするには、EXPORT をクリックして、出力先を選択します。エ

クスポートは、In Mark から Out Mark にプレビューで表示されるように進行します。Out Mark に達すると、エクスポ

ートは終了です。 

 

キューにエクスポートを追加して、後に実行することもできます。エクスポートキューに現在のクリップを追加するに

は、Add（✙）をクリックします。キューを最上段に持ってくるには、Promote(☆)ボタンをクリックします。キューからクリ

ップを削除するには Remove(ゴミ箱)ボタンをクリックします。 
 

エクスポートキューへのクリップの追加が終了したら、Run8  をクリックしてキューの処理を開始します。キューの処

理中、現在のクリップと進行がプレビューに表示されます。キューの実行を停止するには、以下のいずれかを実行し

てください。 

 Pause をクリックして、現在のクリップのエクスポートを終了し、キューを一時停止するので、クリップ新規追加、

または既存クリップの場合は上に移動されるか削除されます。 

 現在のエクスポートを直ちに停止するには、STOP をクリックします。終了はしていないので、キューからは削

除されません。 

 

 

 

 

 

 

6.2.5.1  Native 
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以下のサブセクションは、利用可能出力フォーマットの詳細を説明します。これはクリップを Wave カメラネィティブフォ

ーマットでエクスポートします。これにより、クリップが Wave カメラネイティブ形式で、１個以上の.KW ファイル (クリッ

プ メタデータ) と単一のフォルダおよび２個以上の.KW ファイル(クリップフレーム)としてエクスポートされます。エクス

ポートされたクリップは、In Mark と Out Mark の間のセクションのみが含まれます。Wave Player で行われた画像調整

はメタデータに書き込まれますが、 .KW ファイルに保存されているデータは変更されません。 

このエクスポートオプションは、大容量のデータをカメラ内蔵 SSD からローカルドライブにアーカイブとしてオフロード

する際に別の手段を提供します。クリップの中で必要なセクションのみがマークされ、エクスポートされますが、別のフ

ォーマットにコード変換されたり、色修正が行われたりはしません。 

ご注意ください。ネィティブフォーマットでエクスポートする間、最初の In Mark フレームのみがプレビューに表示されま

す。これは、フレームはコード復元されてはおらず、別の場所に可能な限り速くコピーされているだけだからです。そ

れでも、USB インターフェースとローカルストレージ速度によっては大きいサイズのクリップのコピーには数分かかる

可能性があります。 

 

 

クリップを Cine Form コード化した.MOV ファイルとしてエクスポートします。Cine Form は、アーカイブおよびエディッ

ト双方にふさわしい高品質かつ計算効率の高い wavelet 圧縮 codec です。出力 YUV データをコード化するので、

Wave Player での画像調整は Cine Form 出力に焼きこまれます。それでもなお、画像情報の多くを保持し、さらにポ

スト処理で処理可能です。Cine Form 圧縮は全面的にフレーム内ですので、一時的アーティファクトはありません。ビ

ットレートとファイルサイズはカメラ内蔵収録フォーマットと同等です。 

 

 

 

クリップを H.264 コード化した.MP4 ファイルとしてエクスポートします。H.264 は、web ビデオのユビキタススタンダード

です。時間的圧縮を使用して、フレーム内圧縮と比較してフィルサイズを大幅に減少させます。その結果、アーカイブ

やエディットに適したフォーマットではありません。が、すぐにウェブにアップロード可能なビデオの作成に使用可能で

す。Wave Player [Windows]は、約 2.16 bpp に相当する H.264 ビットレートを使用しており、これは You Tube の品質推

奨を上回ります。 

 

 
 

個々のフレームを PNG 画像のシークエンスとしてエクスポートし、ロスレス圧縮と 8 ビットカラーが使用されます。 

 

 

 

 

個々のフレームを JPEG 画像のシークエンスとしてエクスポートし、可逆圧縮と 8 ビットカラーが使用されます。

Quality 100 を使用して、ファイルサイズを対価として、圧縮の損失を最小化します。それでも、JPEG フレームは一般

的に PNG フレームよりサイズは小さくなります。 

  

6.2.5.2  CineForm 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.2.5.3 H.264 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.2.5.4 PNG Sequence 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.2.5.5 JPEG Sequence 
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Fixed Pattern Noise (FPN)を低減するため、センサ―にライトの当たっていない短いクリップに基づきユー

ザキャリブレーションを作成可能です。新規ユーザキャリブレーションを作成するには、下記の手順に従い

ます。 

1. カメラ電源を入れ、本体の準備が整うまで 10-15 分待ちます。 

2. レンズまたはキャップが装着されたままセンサーに光が当たるのを避け、短いクリップを収録します（少なくとも

４０コマ。それ以上は有益ではありません）。 

3. カメラを USB 経由で接続してクリップを開きます。 

4. CALIBRATE タブにスイッチします。 

5. SELECT CAL FOLDER を使用して、キャリブレーションデータの場所を選択します（これが必要となるのは１度

のみで、セッションおよびアップデート間で保持されます）。 

6. MAKE CAL FROM CLIP をクリックします。 

 

最小限として、4K と 2K にそれぞれ一度ずつ行うことが必要です。しかし、FPN は温度の影響を受け、露出は時間と

もに変化しますので、定期的にまたは操作環境に著しく変更のあった場合は、新規 Use Calibration を生成すること

が有益な可能性があります。目標とする操作ポイントに緊密に合致するカメラ設定を使用してください。 

 

選択されたフォルダにすでに存在する Use Calibration は、CALIBRATE タブに表示されます。あるクリップに最も適

切なキャリブレーションが、Table11 の基準に合わせて自動的に選択され、ハイライトされます。選択されたクリップ

に有効なキャリブレーションがない場合、何もハイライトされません。 

 

 

Table 11: User Calibration 選択基準 

  
 一致する必要あり。 

 一致する必要あり。 

 一致するまたはクリップ高さを超える必要あり（Height の近似値は、

ranking priority #1 として選択されます）。 

 FPS の近似値は、ranking priority #2 として選択されます。 

 Shutter Angle の近似値は、ranking priority #3 として選択されます。 

 画像センサー温度の近似値は、ranking priority #4 として選択されます。 

 最新のキャリブレーションは、ranking priority #5 として選択されます。 
Use Calibration を削除するには、隣接する Remove ボタンをクリックします。これは、より多くの設定に合致する以前

のバージョンのキャリブレーションを削除し、一致する設定が少なくてもより正確である可能性のある新規キャリブレ

ーションの選択を有効化するために使用可能です。カスタムフォルダ構造を使用して、デフォルト階層プロパティを迂

回する方法で Use Calibration を整理することも可能です。 

 

 

 

Amplify は、Wave Player の画像処理技術で、ビデオでの小さな動きを強調または増幅して認識しやすくします。これ

は、例えば機械的システムの振動をハイライトしてトラブルシューティングするのに使用可能です。 

Amplify は、ソースビデオにローノイズがあり、背景の動きが最小の際に、最もよく機能します。フレームレートは、対

象の最高動作周波数より約 5-20 倍高い必要があります（特定の場合において、フレームレートエイリアシングは、

さらに高い周波数の視覚化にも使用可能です）。 

6.2.6 User Calibration [Calibrate Tab] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.2.7 Amplify[Adjust Tab, BETA] 
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Amplify の使用には、VRAM 最小 4GB の専用グラフィックカードが必要です。メモリ制限のため、Amplify1.3.0 リリー

スはは 2K 画像でのみ動作します。4K 画像はソース素材として使用可能ですが、2K に縮小処理され、4K に再度ア

ップグレードされます。この制限は、メモリをさらに最適化する今後のリリースで対処の可能性があります。 

以下サブセクションは、Amplify で使用する調整可能パラメータの説明です。 

 

 

これで、モーション増幅に考慮される機能のサイズを決定します。Small 機能はスケールのローエンドにあり、Large

機能はハイエンドにあります。デフォルトの 0-8 設定のままで通常良好な結果を得られます。640 未満の高さ設定の

場合、スケールハイエンド設定を 6 か 7 にすると良好な結果を得られる可能性があります。 

 

 

 

これは、動作に適用されたモーション増幅の量です。通常、およそ 5 から 10 がたいへん良好です。Gain が高すぎる

と、ノイズおよび意図しない人工的効果が表示されることになります。Gain１は、Amplify オフの状態と同等です。 

 

 
 

 

これは、モーション増幅の適用された周波数範囲です。左スライダは、ハイパスフィルタで、右スライダがローパスフ

ィルタです。ハイパスフィルタは、スローパニングやオペレーターの震えなどの意図しない大きな動作の削除に効果

的です。ローパスフィルタは、ノイズの低減とビデオ視覚的表示の改善に使用可能です。 

通常、ローパスフィルタを完全に右から開始して動作の最適な視覚化のためにハイパスフィルタを微調整するのが最

善です。そして、必要な場合、ローパスフィルタをノイズの低減に使用可能です。または、研究中の動作の周波数が

すでに分かっている場合、それに合わせて設定をしてその動作を引き出します。 
 

 

 

AI Enhance は、Wave 2K クリップを 4K にアップスケールするディープラーニングスーパー解像度技術です。Wave 2K

フレーム用にカスタムにトレーニングされた Deep Natural Network で、Wave センサーで使用されたサブサンプリング

を考慮に入れ 2K での高フレームレートを達成します。そのため、AI Enhance はスーパー解像度処理中のサブサンプ

リングとエッジ周辺のアーティファクトのエイリアシングを減少可能です。 

 

AI Enhance を有効にすると、2K クリップ（幅設定 2048）が処理され、同一アスペクト比、4K 解像度同等でエクスポート

されます。 

 

AI Enhance の使用には、VRAM 最小 4GB の専用グラフィックカードが必要です。ディープニューラルネットワークが

GPU ハードウェアに実装されていますので、よりハイエンドなデスクトップで AI Enhance が有効な際、GPU は大幅に

到達可能フレームレートを向上させます。 

 

Figure 10 は, AI Enhance の２K 収録での詳細の向上を表示しています。 

6.2.7.1 Scale 

 
 
 
 
 
 
 
 

6.2.7.2 Gain 

 
 
 
 
 
 
 
 

6.2.7.3 Frequency 
 
 
 
 
 

6.2.8 AI Enhance[Adjust Tab,BETA] 
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Figure 10: 2K 収録での詳細の改善した Enhance 事例 

 

 

AI Enhance は、現在はまだ機能向上中の段階の機能です。AI Enhance は、フォーカスがクリアでライティングが良好

な際（露出不足を回避）に最適です。 

Wave Player での AI Enhance 使用時、ビデオが約１秒一時停止された後、AI Enhance プレビューがアクティベートさ

れます。ノーマル再生でタイムライン上スクラブ中、AI Enhance は、大幅な GPU リソースを消費するため、AI Enhance

は一時的に無効化され、プレビュースクリーン品質の低下した状態の対価として表示が早くなります。このプレビュー

品質の低下は Wave Player のユーザインターフェース上のみです。エクスポート前に AI Enhance がオンの場合、

Wave Player からエクスポートされた画像と動画は AI Enhance のフル画像品質を有します。 
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カラープロセスパイプラインへの継続的な改善が新規 firmware と Wave Player ソフトウェアに加えられています。

Firmware と Wave Player は最新版をご使用ください。最新版は以下 URL から入手可能です。 

https://freefly.gitbook.io/freefly-@ublic/proiducts/wave-camera/downloads 

V1.1.0Firmware では、約 0.5 段階ダイナミックレンジが向上し、ハイライト処理が向上しました。これは、センサークリ

ッピングを容認して、クリップしていないチャンネルハイライト詳細を使用し、より円滑なハイライト不飽和カーブの支

援により、ハイライト詳細を回復して出来ました。 

 

V1.4.0 Wave Player ソフトウェアでは、User calibration 作成機能が追加され、特に露出不足状況下でダイナミックレ

ンジを拡張する Fixed Pattern Noise (FPN)の存在を低減させます。詳細は、Sec 6.2.6 をご参照ください。 

 

 

高速ビデオ撮影には多くのライトが必要です。各フレームはライトをキャプチャするのに時間が少ないので、より多く

の光量子が必要です。Wave カメラのネィティブ ISO は 250 です。一定のフレームレートでその程度ライトが必要かを

把握するため、等量 ISO と Shutter Speed 設定を用いて別のカメラと比較できます。 

 

Table 12: 一時的 Wave 設定での同等 ISO とシャッター速度 

  
  
  

 

 

 

フレームレートを最大化するため、Wave は 10bit リニアを最小処理・ノイズ低減してキャプチャします。これは、141

または 16-bit リニアでキャプチャし、HDR 画像を 10-bit log で処理するシネマカメラと大きく異なります。大幅なオン

ボードノイズ減少となります。結果として 

 ダイナミックレンジは 10-11stops、それに対してシネマカメラは 14+ stops です。 

 シーンのダイナミックレンジをセンサーに合わせるのに、より注意深いコントロールが必要です。画像は、露出

不足/過多に対する寛容度が低くなります。 

 露出に応じて、後の追加のカーブ調整とノイズ低減が必要なことがあります。例えば、Wave Player の Shadows

調整はシャドーノイズの区分けに有用です。 

  

7 Exposure Guide 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.1 General  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.1.1 Firmware and Wave Player Software 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.1.2 Light Requirements 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.1.3 Bit Depth 
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ハイコントラストシーンのブラックレベルは、ロ-コントラストシーンのブラックレベルより、低くなります。これはノイズフ

ロアと関連があります。 

 
 

シーンが露出不足の場合、ブラックレベルとノイズは高くなります。さらに、シーン情報の多くがシャドーにあるため、

トーンカーブ調整とノイズ低減の効果が低くなります。情報を減少させないと、ノイズも低減できません。 

 

マジェンタ色の影も、露出不足のシーンでの人為的に高いブラックレベルの結果です。あまりに多くの色修正が高め

のシャドーレベルに適用されています。これを補正するには、ブラックレベルは Wave Player で、手動で下向きに調

整可能、または Shadow Rolloff 設定がシャドー飽和度を下げるために調整可能です。 

 

 

 

 

Wave は、通常ライティングをコントロールしやすい屋内スタジオやテーブルトップ撮影に最適です。十分なライトが必

要になりますが。露出は、ヒストグラムを 100%未満のハイライトで正確に埋めるように設定します（光源と反射光以

外）。そして、必要に応じてシャドーを埋めるためにライトを加えます。 

 

 

 

 暗い平坦な背景ではノイズは強調されます。背景を黒色にしたい場合、ノイズを抑制するために Shadow カー

ブ調整を使用する準備をしてください。前景のシャドーのかかった領域/被写体には、エクストラのライトを加え

ます。 

 明るい荒い背景ではそのままで調整はほとんど必要ありません。 

 背景の窓からの屋外光はおそらくクリップします。また、窓の外にあるものをキャプチャする必要がある場合、

outdoor のヒントに従ってください。 

 

 

 

屋外では、ライトは豊富ですが、屋外シーンを利用可能ダイナミックレンジに適用するには、より困難が伴います。

Wave が特定の屋外撮影のために動作するかどうか知るために、より多くの判断力とテスト撮影が必要な場合があり

ます。日光下可視フィールド モニタとフードを使用して、プレビュー イメージの露出をよく見ることができます。 

 

  

7.1.4 Contrast-Dependent Black Level and Noise Floor 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.2 Indoor  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.2.1 Choice of Background 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.3 Outdoor  
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可能であれば、常時太陽に背を向けてください。被写体をより多く照らすことで、より多くの背景をキャプチャすること

もでき、シーンのダイナミックレンジを低減します。 

 

 

 

シーンに背後からの照明があると、センサーでキャプチャできるよりダイナミックレンジが多くあります。ここで、複数

の選択肢があります。 

 ライトを追加するまたは被写体に日光を当てます。 

 被写体に露出して、空をクリップさせます。 

 空を露出して、被写体をシルエットにします。  

7.3.1 Front Lighting 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7.3.2 Back Lighting 
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GPIO コネクタには、general-purpose inputs(GPI)２個と general-purpose outputs(GPO)２個があります。Figure12

は、このコネクタのピンアウトと Movi Wave Control Cable (Freefly P/N 910-00661)のカラーコーディングを表示して

います。 

 

Figure 12: GPIO コネクタピンアウトとカラーコーディング 

 

 

 

Movi Pro Remote Control ケーブル(Freefly P/N 910-00661)を使用して、Movi Pro 上でリモート開始/停止をコントト

ロールできます。Freefly Store から入手可能です。また、今後の firmware アップデートで、UART 経由でフルカメラコ

ントロール有効化をする予定です。これをドナーケーブルとして、  他のシステム用のカスタムリモート開始/停止を

配線するために使用可能です（下記参照）。 

Movi Pro と Movi コントローラでのリモート開始/停止使用設定は Table13 に表示されている通りです。 

 

Table 13: Movi コントローラでの GPIO ベーストリッガー同等設定  

   
   

   
  

8.1 Movi Pro Wave Remote Control Cable  
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カスタムリモート開始/停止ケーブルを Figure13 の配線図に従って作成可能です。GPIO は光学的に分離されてい

Figure 13: カスタムリモート開始/停止ケーブル 
るので、ホストはオプトカプラの側に電力を供給するために電圧(3.3 V または 5 V)を供給する必要があります。電流

は、<20mA となります。 

 

ユーザ入力は、Pin6:GPI2/RS に接続します。Fig 13a のように、単純なスイッチを使用可能です。この場合、スイッチ

は GPI2/RS と GND(0V)を接続します。デフォルトで、一回押し毎に収録ステータス on/off を Record ボタンのように

切り換えます。ワイアレスでのリモート開始/停止には、リレイまたはトランジスタベースの RC スイッチも使用可能で

す。 

または、ホストデバイスからの論理信号を Pin6:GPI2/RS に使用可能です。ホストデバイスは、Pin1:GND と同じに接

地して接続されている必要があり、論理高電圧は、Pin2:VIN に供給された電圧と一致する必要があります。 
GPI2/RS は、VIN に内部的に引き上げられているので、オープンドレインロジックも使用できます。 

入力の動作は、以下で説明のように GPI 設定で決定されます。 

 

 

 

 

収録ステートは、Fig 14 に示すように、GPI2/RS 入力の各立ち上がりエッジでオン/オフを切り替えます。単純なボタ

ンの場合、ボタンが GPI2/RS を GND(0V)に接続するので、ボタンが離されるたびに録音が開始または停止します。

Figure.14 にも示すように、グリッチを防ぐために実装されるパルス幅と周波数にいくつかの制限があります。 

 

 

8.2 Custom Remote Start/Stop  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.2.1 Edge Triggered, GPI:EDGE [Default] 
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Figure 14: Edge-triggered mode での GPI の動き 
 

 

 

 

カメラは、Fugure.15 にも示すように、GPI2/RS 信号が低いと収録し、GPI2/RS 信号が高いと待機に戻ります。単純

なボタンの場合、ボタンが GPI2/RS を GND(0V)に接続するので、ボタンが長押しされている間カメラは収録します。

グリッチを防ぐために実装されるパルス幅と周波数にいくつかの制限があります。詳細は Figure.15 に示しています

。 

 

Figure 15: Level-triggered mode での GPI の動き 

8.2.2 Level-Triggered, GPI:LVL 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


	1. HDMIモニタをHDMI出力に接続します。
	1. ＵＳＢ-CポートをWave Playerのインストールされたデバイスに接続します。

